










要約:病態生理研究では、正常乳児を検索することで呼吸中枢は生後 3～4ヶ月に発達の臨

界齢を持つことが示唆され、SIDS 児や病的無呼吸児を検索することで睡眠時無呼吸と願筋

緊張性筋放電制御系の異常との関連が示唆された。一方睡眠中の体動を分析することで本

症を予知しうる可能性も示唆され、また突然死した小脳梗塞例にも SIDS児と同様な脳幹病

変が病理学的に確認された。文献情報では本症が乳児死因の最も重要な疾患であることは

変わりがないとしながらも、注目に値するような新しい知見を示す論文はほとんど見られ

なかった。またホームモニタリングのモニター機器の再検討では、MR-10 が実際的ではあ

るが、より理想的な機器の開発が必要であると考えられた。 


